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フランス語仮定節の半過去・大過去
曽 我 祐 典
0．は じ め に
「事態 P のある状況においては事態 Q がある」，「P のある状況においてな





（01）S’il revenait un jour, tout pourrait changer.（Le Goffic, P. 1993,
408）
































1. 1．P 状況と〈si P〉に用いる時制




過去・現在・未来の三つを区別すると，P 状況は 12種類ずつ，全部で 24種
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〈si P〉に用いる時制は，P の行為が完了イメージの場合は，表 1に示す三
つの複合時制にかぎられる。それに対して，非完了イメージの場合は，表 2
に示すように，三つの単純時制と二つの複合時制で，より多様である。もっと
も使用範囲が広いのは大過去で，24種類の P 状況のうち 14種類について用
いうる。
1. 2．「P 状況のありかた」と P 状況における「P のありかた」
話し手は，想像上の P 状況を仮定する場合，「P 状況（条件）から Q（帰
結）へ」という論理関係を想定している。そして，モダリティ面で「P 状況の
















複過 半過 大過 現在 未来









なうのと似ている。P 状況は想像上のスペースであるが，その内部では P は
「確定的」なのである（6）。
想像上の P 状況を仮定する場合に〈si P〉に用いる時制は，「P 状況のあり































（03）Elle m’attendait devant la porte d’entrée ; elle avait oublié le code.
話し手は，「彼女が待っていた」という事態のある過去スペースにおける「忘
















る。話し手は，P と両立しない事態～P を現実ととらえ（8），～P に反する P
状況を仮定することが珍しくない。その発話例として（04）－（07）を示して
おこう。
（04）Si elle aimait le poisson, je lui préparerais un bon plat de truite.
（05）（親戚の集まりで故人について）Si la tante Rose（?）était/avait été
avec nous en ce moment,（ ?）ce serait / ça aurait été tellement
mieux.
（06）Si elle n’avait pas bu, elle ne leur parlerait pas sur ce ton.
（07）Elle parle de cet écrivain sans le connaître. Si elle avait lu un seul
de ses romans, elle serait d’un autre avis.
（04），（05）の P の行為 aimer, être は非完了イメージである。話し手は，
「彼女が魚好きでない」，「ローズおばさんがここにいない」という～P を現実
ととらえ，それに反する P 状況を半過去または大過去の〈si P〉によって仮
定している。一方，（06），（07）の P の行為 avoir bu, avoir lu は完了イメー
ジである。話し手は，「彼女が飲んでいる（酔っている）」，「彼女が彼の小説を






（08）Si le nouveau chef parlait français, ça faciliterait bien notre tra-
vail.
（09）Si vous aviez un tournevis, je vous réparerais ça facilement.
（10）Si par malheur elle n’avait jamais travaillé en équipe, cela compli-
querait ma tâche.
（11）Si elle avait réalisé son projet, ce qui me semble fort peu probable,
elle n’en serait certainement pas plus heureuse.
（08），（09）の P の行為 parler, avoir は非完了イメージである。話し手は，
「新任の上司はフランス語ができないだろう」または「あなたがドライバーを
もっていることはないだろう」という推測を踏まえて，それと反対方向のなさ
そうな P 状況を半過去の〈si P〉によって仮定している。一方，（10），（11）
















（12）Ils viendraient nous dire au revoir avant leur départ, s’ils avaient
le temps.
（13）Si elle se faisait prendre, ce serait terrible pour toute la com-
munauté chinoise . . .
（De Villier, G. 1989, Arnaque à Brunei, 175）
（14）Si, demain, vous aviez perdu toute votre fortune, que feriez-vous?
（朝倉 2012, 493）
（15）Si tu avais fini vendredi, on pourrait partir en week-end ensem-
ble.
（12），（13）の P の行為 avoir，（se）faire（prendre）は非完了イメージであ
る。話し手は，「彼らにその時間はないだろう」，「彼女は捕まらないだろう」
という推測を踏まえて，それと反対方向のなさそうな状況を半過去の〈si P〉






事態がある。話し手は，そのような事態を～P ととらえ，それに反する P 状
況を（16）－（19）のように仮定することがある。
（16）Demain c’est vendredi. Si c’était samedi, je pourrais faire la grasse
matinée.
（17）Si Boris était venu demain, Olga aurait été heureuse.
（Fauconnier, G. 1984, 144）
（18）Je viens d’apprendre que notre plombier a eu un accident de voi-
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ture. S’il avait fini demain, nous aurions pu emménager après-
demain.
（19）Ils sont en grève et tous les vols sont annulés pendant quelques
jours. Si notre avion était parti dans une heure comme prévu, on
serait arrivés à Rome ce soir.
（16），（17）の P の行為 être, venir は非完了イメージである。話し手は，
「明日は金曜日である」，「ボリスが明日来ることはない」という～P を現実と
とらえ，それに反する P 状況を半過去または大過去の〈si P〉によって仮定
している。一方，（18），（19）の P の行為 avoir fini, être parti は完了イメ
ージである。話し手は，「彼が作業を終えていることはない」，「私たちの飛行
機が 1時間後に発っていることはない」という～P を現実ととらえ，それに



























（20）a. P の行為が非完了イメージの場合，〈si P〉において，半過去は
「なさそう」または「反実」というモダリティ価値を，大過去（完
了用法）は「反実」というモダリティ価値をそれぞれ発揮しうる。
















手が P 状況にワープしているような気持になって（9），そこにおける「P のあ
りかた（確定的）」を表す場合にも，（20c）に示したようなモダリティ特性を
もつ半過去・大過去がよく適合する。




で述べたように，P の内容，物事についての知識，先行文脈，主節 Q の時制
なども手がかりになる。そのことを，2. 2. 1．で現在の「反実」の例として示
した（04）の仮定節を例にとって確認しておこう。
（04）Si elle aimait le poisson, je lui préparerais un bon plat de truite.
この半過去の〈si P〉は，現在の「なさそう」の場合の仮定節としても用い
ることができる。それだけでなく，過去の現実の P 状況を設定する（21）の
〈si P〉としても，過去の「ありそう」の場合の P 状況を表す（22）の仮定節
としても用いることができる。
（21）Si elle aimait le poisson, son mari préférait la viande.



























3. 1. 1．P の行為：完了イメージ





（23）Si elle avait perdu ses clés, elle serait entrée par la fenêtre.










ととして表すなら，Elle n’est pas partie hier, Au lycée ils n’ont pas appris
le français avec elle のように先行用法の複合過去を用いるところである。
（25）Si elle n’était pas partie hier, nous aurions pu discuter avec elle ce
matin.
（26）Si au lycée ils n’avaient pas appris le français avec elle, ils
n’auraient jamais pensé à faire ce voyage en France.
次に，P が過去スペースの事態の場合である。P を現実のこととして表すな
ら，Elle habitait dans le 5e, Elle était majeure à ce moment-là のように半
過去を用いるところである。
（27）Si elle avait habité dans le 5e comme elle le désirait, elle aurait
fréquenté les mêmes cafés que nous.
（28）Si elle avait été majeure à ce moment-là, elle aurait volontiers
voté vert
そして，P が過去スペースに先立つ過去の出来事の場合である。P を現実の
事態として表すなら，Elle n’avait pas divorcé l’année précédente, Nous
nous étions rencontrés auparavant のように先行用法の大過去を用いるとこ
ろである。
（29）Si elle n’avait pas divorcé l’année précédente, elle ne se serait pas
engagée dans cette entreprise.
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（31）Nous suivions le même chemin que celui que nous avions fait à
































4．お わ り に



























表 3 現実から遠い状況：P の行為が完了イメージ
過去 現在 未来
なさそう 大過 大過 大過
反実 大過 大過 大過
表 4 現実から遠い状況：P の行為が非完了イメージ
過去 現在 未来
なさそう 大過 半過 半過
反実 大過 半過（大過） 大過（半過）
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注⑴ 〈si P〉は主節 Q に先行するとは限らないが，本稿では〈si P〉と Q から成る発
話を〈si P〉の文中の位置にかかわらず〈si P, Q〉で示す。
⑵ 出典を示していない発話例は，インフォーマントの協力を得てわれわれが作成し
たものである。インフォーマントは 4人である。とくに，Olivier Birmann 氏







⑸ 「ありそう」か「なさそう」かは，話し手の主観的評価による。客観的には P 状
況が成立する蓋然性が低くても，話し手が「成立するだろう」と肯定的方向でと
らえるなら，「ありそう」である。実際，jamais, d’aventure, par bonheur（mal-





い：*S’il fait peut-être/probablement/sans doute/sûrement beau dimanche, il








⑼ （01），（02），（04）－（19）の話し手は，P 状況内において P の帰結として（つま
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